
（
一
次
審
査
を
通
過
し
た
10
社
の

事
業
プ
ラ
ン
）
で
行
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
興
味
が
あ
る
方

は
、
参
加
申
し
込
み
の
う
え
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
２
月
８
日
–
午
後
２
時
か
ら
、

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
会
議
室

で
。
午
後
６
時
30
分
か
ら
交
流
会

（
２
千
円
）
あ
り
。

▼
２
月
５
日
Õ
（
必
着
）
ま
で
に

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
U

ル
で
、

会
社
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
U

ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
し
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹

へ
申
し
込
む
。

∞
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
「
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
務

局
」
ò
40
―
９
６
６
９
・
¿
40
―

９
７
５
０
・
Ｅ
メ
U

ルinfo@
m
i

taka.ne.jp

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http：
//w
w
w
.m
itaka.ne.jp/tm

o/

（
８
面
か
ら
続
く
）

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
平
成
13
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
に

２
件
の
苦
情
申
立
て
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
調
査
対
象
外

と
な
っ
た
も
の
が
１
件
、
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
１
件
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
10
月
前
か
ら
調
査
を
し
て
い
た
１
件
の
調
査
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

∞
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
相
談
室
ò
内
線
２
２
１
５

【
新
規
分
】

◆
市
道
の
一
部
を
拡
幅
す
る
こ
と

に
関
し
て
市
に
不
備
が
な
か
っ
た

も
の

〈
苦
情
の
内
容
〉

自
宅
前
の
市
道
は
、
整
備
計
画

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沿
道

の
建
築
物
の
建
て
替
え
に
伴
い
、

一
部
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
一
部
と
は
い
え
拡

幅
さ
れ
る
と
、
車
両
の
す
れ
違
い

の
た
め
に
自
宅
へ
の
出
入
り
が
困

難
に
な
る
と
と
も
に
、
交
通
量
が

増
加
し
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が

危
惧
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
の
生
活

環
境
が
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
極
め
て
高
い
。
そ
こ
で
、
市

に
fl
市
道
拡
幅
の
見
直
し
、
‡
車

両
の
交
通
規
制
、
·
安
全
の
確
保

を
求
め
る
。

〈
調
査
結
果
の
要
旨
〉

市（
都
市
計
画
課
）か
ら
の
聞
き

取
り
お
よ
び
現
地
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
こ
の
拡
幅
は
車
両
の
す

れ
違
い
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
最

終
的
に
市
道
の
全
長
約
60
A
の
う

ち
、約
40
A
に
つ
い
て
、幅
員
5.5
A

を
、
７
A
（
両
幅
員
と
も
歩
道
1.5

A
を
含
む
）
を
限
度
に
拡
幅
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
拡
幅
の
程
度
か
ら
考
え

る
と
、
交
通
量
が
極
端
に
増
加
す

る
と
は
考
え
に
く
く
、
交
通
事
故

の
危
険
性
が
高
ま
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
最
終
的
な
拡
幅
箇

所
は
、
申
立
人
宅
前
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
申
立
人
宅
前
に
お
け
る

車
両
の
す
れ
違
い
は
無
く
、
申
立

人
宅
へ
の
出
入
り
に
は
支
障
が
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
市
道
が
通
学
路
に
該
当
す
る
こ

と
も
あ
り
、
今
後
も
十
分
な
安
全

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
市
教

育
委
員
会
よ
り
関
係
諸
機
関
お
よ

び
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
安
全

の
確
保
に
努
め
る
と
の
回
答
を
得

ま
し
た
。

ま
た
、
市
で
は
こ
の
地
域
の
道

路
幅
員
を
拡
張
す
る
必
要
性
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ

る
「
高
環
境
」
を
具
体
化
す
る
た

め
に
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
お
よ
び

そ
れ
に
基
づ
く
計
画
を
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
申
立
人

宅
を
含
む
地
域
は
、
fl
幅
員
６
A

以
上
の
道
路
が
少
な
く
半
分
が
消

防
活
動
困
難
地
域
、
‡
東
西
方
向

の
道
路
が
不
足
し
て
い
る
た
め
災

害
時
の
避
難
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス

ル
U

ト
が
不
十
分
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
市
民
の
理

解
・
協
力
を
得
な
が
ら
東
西
方
向

の
道
路
を
中
心
と
し
た
生
活
道
路

の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
市
道
の
一
部
拡
幅
に
つ
い

て
も
基
本
構
想
を
基
礎
と
し
て
、

関
係
条
例
お
よ
び
計
画
な
ど
に
基

づ
く
も
の
で
、
地
域
の
公
益
上
必

要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
管
轄
外
の
た
め
市
都
市
整
備
部

を
通
じ
て
関
係
機
関
に
要
望
し
た

も
の

〈
苦
情
の
内
容
〉

三
鷹
台
団
地
前
バ
ス
停
（
吉
祥

寺
行
方
面
）
に
、
高
齢
者
の
方
た

ち
が
バ
ス
の
待
ち
時
間
を
少
し
で

も
楽
に
過
ご
す
た
め
に
、
雨
よ
け

の
屋
根
お
よ
び
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
同
バ
ス
停
付

近
の
歩
道
は
雨
が
降
る
と
水
た
ま

り
が
で
き
る
の
で
整
備
し
て
ほ
し

い
。
そ
の
際
、
ガ
U

ド
レ
U

ル
を

設
置
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講

じ
ら
れ
な
い
か
。

〈
対
応
の
要
旨
〉

申
立
て
の
あ
っ
た
場
所
は
、
都

市
基
盤
整
備
公
団（
以
下「
公
団
」）

が
歩
道
を
所
有
し
て
お
り
、
都
が

車
道
を
管
理
し
て
い
る
の
で
、
市

が
こ
の
苦
情
に
関
す
る
業
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
調
査

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
市
都

市
整
備
部
に
対
し
て
関
係
機
関
に

要
望
な
ど
を
す
る
よ
う
に
指
示
し

ま
し
た
。
指
示
を
受
け
た
市
都
市

整
備
部
で
は
次
の
と
お
り
対
応
し

ま
し
た
。

fl
バ
ス
停
の
屋
根
お
よ
び
ベ
ン

チ
の
設
置
に
関
し
て
は
、
平
成
17

年
度
に
行
わ
れ
る
予
定
の
三
鷹
台

団
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
整
備

す
る
よ
う
に
同
公
団
に
要
望
し

た
。
ま
た
、
屋
根
の
設
置
は
バ
ス

事
業
者
が
行
う
べ
き
内
容
で
も
あ

る
の
で
、
バ
ス
事
業
者
に
で
き
る

だ
け
早
く
整
備
す
る
よ
う
に
協

議
・
調
整
を
行
う
。

‡
歩
道
の
水
た
ま
り
対
策
お
よ

び
安
全
対
策
に
関
し
て
は
、
歩
道

の
管
理
者
で
あ
る
公
団
に
早
急
に

対
処
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
。

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
調
査
を
し
な
い
事
項
は
あ
り
ま

す
か
？

裁
判
所
で
係
争
中
の
事
案
に
関

す
る
事
項
、
他
の
不
服
申
立
て
機

関
の
職
務
に
関
す
る
事
項
や
議
会

に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

◆
苦
情
は
ど
の
よ
う
に
調
査
し
ま

す
か
？

苦
情
の
内
容
が
調
査
の
対
象
に

な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
相
談
日
に

◆
だ
れ
で
も
苦
情
申
立
て
で
き
ま

す
か
？

市
の
行
政
に
対
し
て
利
害
が
あ

れ
ば
、
市
民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

市
外
在
住
者
、
外
国
人
、
法
人
な

ど
の
団
体
で
も
、
苦
情
を
申
し
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
代
理
人
に
よ
る
申
立
て

も
で
き
ま
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
苦
情
が
申
立
て
で

き
ま
す
か
？

市
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
サ
U

ビ
ス
や
、
こ
れ

に
関
連
す
る
職

員
の
行
為
に
つ

い
て
、
利
害
関

係

が

あ

り

違

法
、
不
当
、
不

公
平
、
不
適
切

な
ど
と
感
じ
た

事
項
に
つ
い
て

苦
情
を
申
し
立

２００２・２・３�　総合オンブズマン調査報告　チケットインフォメーション 広報

●電話予約 芸術文化センターò

47－5122

●窓口販売 芸術文化センター／

三鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会

堂

※発売日初日は電話での予約のみ

で窓口販売は行いません

●販売時間・休館日

10：00～19：00 月曜日休館。

●プレイガイド

チケットぴあ　ò03―5237―9999

★印の公演には託児サービスがあ

ります。公演日の２週間前までに、

電話で芸術文化センターへお申し込

みください。料金500円／対象：１

歳半～未就学児／定員10人

２月10日À　14：00開演

全席指定　会員Ｓ＝4,500 会員Ａ＝

3,600 一般Ｓ＝5,000 一般Ａ＝4,000

学生＝2,500

出演／ライナー・クスマウル(ヴァ

イオリン)／ヴォルフラム・クリス

ト(ヴィオラ)／ゲオルク・ファウ

スト(チェロ)／クラウス・シュト

ール(コントラバス)／ラファエ

ル・アルパーマン(チェンバロ)

ほか

曲目／ヴィヴァルディ：ヴァイオリ

ン協奏曲集「四季」ほか

栄光のベルリン・フィルハーモニ

ーの、華麗なる首席奏者たちによる

夢の古楽アンサンブル。珠玉のイタ

リアン・バロック名曲の数々をお楽

しみください。

２月16日—15：00開演

曲目／Ｊ.Ｓ.バッハ：ブランデン

ブルグ協奏曲第１番　ハイドン：交

響曲第63番「ラ・ロクスラーヌ」

ほか

３月２日—15：00開演

曲目／ベートーヴェン：交響曲第４

番 変ロ長調OP.60ほか

全席指定／（各回）会員＝3,000

一般＝3,500 学生＝1,800

出演／茂木大輔（企画・解説・指揮）

オーケストラ・アンサンブル「風」

今回は２回にわたり、オーケスト

ラの中心曲目である交響曲につい

て、茂木さんが新たな角度から光を

あてます。第５回は交響曲の生いた

ち。なぜバッハに交響曲はないのか。

交響曲の先祖、ソナタ形式とは？第

６回は大好評の「徹底解説」。ベー

トーヴェンの交響曲第４番をとりあ

げます。お楽しみに。

３月12日Õ19：15開演

全席指定／会員Ｓ＝3,600 Ａ＝2,700

一般Ｓ＝4,000 Ａ＝3,000 学生＝

2,000

出演／エマニュエル・パユ（フルー

ト）／フランソワ・ルルー（オーボ

エ）／ポール・メイエ（クラリネッ

ト）／ラドヴァン・ヴラトコヴィチ

（ホルン）／ジルベール・オダン

（バッソン）／エリック・ル・サー

ジュ（ピアノ）

曲目／プーランク：六重奏曲　ほか

管の国フランス最高のアーティス

トたちによる、夢のアンサンブル

「レ・ヴァン・フランセ」（「フラン

スの風」）が、フランスならではの

最高の木管のレパートリーを携え、

ついに日本にやってきます。

今をときめく若きソリストが「風

のホール」に一堂に会し、フランス

の誇る作曲家たちの作品に息を吹き

込むステージ。どうぞお楽しみくだ

さい。

３月２日—16:00開演

全席指定／会員＝3,150 一般＝3,500

《演目・出演者》

能「西行桜
さいぎょうざくら

」／宝生英照ほか　狂言

「鎌腹
かま ば ら

」／山本東次郎ほか

解説／片桐登（法政大学教授）

今年も、三鷹に春の訪れを告げる

「みたか弥生能」の季節がやってま

いりました。宝生流宗家（継承者）

『宝生英照』の出演で「西行桜」を

お贈りします。また、狂言の「鎌腹」

では『山本東次郎』が出演。番組が

始まる前に行われる法政大学教授・

片桐登さんによる解説も毎年大変好

評で、親しみやすい公演となってい

ます。

☆午前11時～午後３時　「三鷹市

能楽愛好会」（三鷹市内の能のサー

クル）出演による番組があり、みた

か弥生能のチケットでご覧になれま

す。

チケットインフォメーション

三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

三鷹市公会堂

芸術文化センター風のホール

●第十三回みたか弥生能

★レ・ヴァン・フランセ
～フランスの木管スーパー・
ヴィルトゥオーゾ・アンサンブル

●茂木大輔「シェフのおススメ」
★第５回　大人のためのオーケス
トラ鑑賞教室～交響曲って何だ
ろう[１]「交響曲の進化論～ソ
ナタ形式って何でしょう？」

★第６回　大人のためのオーケス
トラ鑑賞教室～交響曲って何だ
ろう[２]「ベートーヴェン：交
響曲第４番 徹底解説」

●ベルリン・フィル・バロック・
ゾリステン

講座内容受講料
（教材費）時間日程講座名コース

№レベル

マウス、キーボード、ウインド
ウの操作を練習

７，０００
（３００）

１４：００
～１６：３０３／４・１１（月）マウス・キーボード操

作に慣れよう（全２回）３MK‐１超初心者
メール、インターネット、ワード、エ
クセル、デジカメ画像処理までパソ
コンを徹底的に使ってみよう

２４，０００
（１，４５０）

１４：００
～１６：３０

３／５・１２・１９・２６
４  ／  ２  ・  ９  ・  １６  ・
２３（火）

Windowsまるごと基
礎講座（全８回）３ S‐１

初　
　
　

級

Eメールの設定、送受信、インターネッ
トの操作、検索サイトの利用など

８，０００
（３００）

９：１５
～１１：４５３／７・１４（木）楽しむインターネッ

ト・Eメール（全２回）３EM‐２

Eメール操作で、知っていると便利
な機能を学ぶ（受信メールの振り分
け、デジカメ写真を送るなど）

４，０００１４：００
～１６：００３／１６（土）歩き始めのEメール

（全１回）３ S‐３

１日で、ワード、エクセルの基本
操作を学ぶ

７，０００
（２００）

１０：００
～１６：００３／３（日）歩き始めのワード・

エクセル（全１回）３ S‐２

ファイル操作、文字入力、文字変換、
ファイル保存、文書作成、編集、印刷
など基本的な使い方を学ぶ

８，０００
（２，１００）

９：１５
～１１：４５３／４・１１（月）しっかりWord Step-A

（全２回）３WA‐３

簡単な関数、書式設定など表計算の
基本および印刷機能などを学ぶ

８，０００
（２，１００）

９：１５
～１１：４５３／６・１３（水）しっかりExcel Step-

A（全２回）３EA‐７

表の入った文書やイラストの
入った案内チラシなど応用的
機能を学ぶ

８，０００
（２，１００）

９：１５
～１１：４５３／１８・２５（月 ）しっかりWord Step-B

（全２回）
３WB‐４

中　
　

級

８，０００
（２，１００）

１４：００
～１６：３０３／８・１５（金）２WB‐６

データベースの管理、運用など
応用的な機能を学ぶ

８，０００
（２，１００）

９：１５
～１１：４５３／２０・２７ （水 ）しっかりExcel Step-

B（全２回）３EB‐８

ピボットテーブル、統計、マク
ロなど仕事で使いこなせます１５，０００１８：３０

～２１：００
３／４・１１・１８
（月）

もっとエクセル
（全３回）３ S‐４

実

践

講

座

カードや宛名、文面作成、名刺作り、
住所録管理をやさしく楽しく学ぶ９，６００１４：００

～１６：３０
３／７・１４・２８
（木）

筆まめ・デジカメ画像で作
るハガキと名刺（全３回）３ S‐５

撮影テクニックからスキャナ・パソ
コンの取り込み、加工、出力まで１５，０００９：１５

～１１：４５
３／９・１６・２３・
３０（土）

デジカメ・スキャナ専
科（全４回）３ S‐６

ホームページ・ビルダー使用。
表、写真、イラストを入れた作
り方、運営の仕方、更新まで

１２，０００
（１，４５０）

１４：００
～１６：３０

３／６・１３・２０
（水）

はじめてホームペー
ジ作成（全３回）３ S‐７

はじめてホームページ作成と
同じ内容を１日で行う

８，０００
（１，４５０）

１３：００
～１７：００３／１０（日）ホームページ速成講

座（全１回）３ S‐８

プレゼンテーションスライドの作成
や編集、イラスト、表の挿入、図形の作
成、画面切り替え効果と発表方法など

８，０００
（１，４５０）

１３：００
～１７：００３／９（土）はじめてパワーポイ

ント（全１回）３ S‐９

※しっかりWordもしくはExcel Step-AとBを申し込むと、受講料が１，０００円引きになります。
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(株)まちづくり三鷹の３月分パソコン講習会

■
苦
情
処
理
の
概
要

（
平
成
13
年
10
月
〜
12
月
）

市
政
に
関
す
る
苦
情
に

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
活
用
を
é

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

平
成
13
年
10
月
〜
12
月
の
調
査
報
告

三
鷹
市
・
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹

共
催
。
独
創
的
な
優
れ
た
プ
ラ
ン

に
発
表
の
場
を
設
け
、
企
業
化
の

パ
U

ト
ナ
U

や
出
資
者
を
見
つ
け

る
機
会
を
提
供
す
る
コ
ン
テ
ス
ト

の
最
終
審
査
を
、
発
表
会
形
式

２００１ ＳＯＨＯ ＣＩＴＹ みたか

ビジネスプランコンテスト

最終審査発表会

ë日程などは下表のとおり。会場
はいずれも三鷹産業プラザ１階ｉ
カフェ。
�２月４日Ã午前10時から、氏名・
ふりがな・郵便番号・住所・電話番
号・ファクス番号・メールアドレス・

年齢・ご希望のコースを記入し、X

まちづくり三鷹¿40―9750・Ｅメー
ルmanabu@mitaka.ne.jp・ò40
―9669へ申し込む。各コース先着
10人。くわしくはhttp://www.mita
ka.ne.jp/tmo/をご覧ください。

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
く
わ
し
い

事
情
を
お
聞
き
し
ま
す
（
今
月
の

相
談
日
は
表
の
と
お
り
）。

苦
情
を
お
聞
き
し
て
か
ら
、
関

係
者
に
事
情
を
聞
い
た
り
、
関
係

書
類
や
記
録
を
閲
覧
し
た
り
、
実

地
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
調
査
の
結
果
は
い
つ
わ
か
り
ま

す
か
？

調
査
の
結
果
は
原
則
と
し
て
、

調
査
を
開
始
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
45
日
以
内
に
申
立
人
に

通
知
し
ま
す
。

◆
苦
情
申
立
て
の
方
法
は
？

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
相
談
室

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
や
市
政

窓
口
に
備
え
付
け
の
「
苦
情
申
立

書
」に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
相
談
室
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
や
フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

市政のことであなた自身
の利害に関わる苦情があり
ましたらお気軽にご相談く
ださい。
市役所２階ò内線2215・¿
48―2810

※時間は午後１時30分～
４時30分、要予約。

総合オンブズマン相談室

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
仕
組
み

■
社
交
ダ
ン
ス
・
タ
ン
ツ
・
ミ
ッ
ト
・
大

沢

社
交
ダ
ン
ス
初
級
程
度
踊
れ
る
方
対

象
。
毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
、
大

沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

で
。
入
会
金

１
千
円
、
会
費
月
額
２
千
500
円
。
見
学

歓
迎
。

∞
佐
々
木
宅
ò
31
―
０
４
５
０

■
女
子
サ
ッ
カ
U
ク
ラ
ブ
・
ス
テ
ラ

初

心
者
歓
迎
。
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
、北
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。

会
費
月
額
２
千
円
。

∞
高
橋
宅
ò
090
―
９
８
５
７
―
１
４

１
１

■
三
鷹
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
チ
U
ム
（
硬
式
野

球
）

同
チ
U

ム
は
、
昨
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
西
東
京
支
部
新
人
育
成
大
会
に
お

い
て
、見
事
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

特
に
新
中
学
１
年
生
に
な
る
諸
君
、
野
球

好
き
な
少
年
は
全
員
集
合
。

∞
同
事
務
局
ò
32
―
０
８
９
７

■
フ
ァ
ミ
リ
U
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
マ
ミ
U

ズ

お
子
さ
ん
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
楽
し
く
ダ
ン
ス
し
ま

せ
ん
か
。
毎
週
木
曜
日
午
後
５
時
30
分

〜
６
時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
U

で
。
１
回
300
円
。

∞
兵
藤
宅
ò
52
―
９
８
３
９


